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要旨 ：本研究で は，鉄筋 コ ン ク リー ト造 （以下 RC 造）の 3層 1ス パ ン 耐震壁 の 1層 を抽 出

した無開口 耐 震壁 を対象試 験体 に して ，炭素繊維 グ リッ ド （以下 CF グ リッ ド） をポ リマ
ー

モ ル タル で 接着 させ る 工 法 を用 い て 補強 し，フ レ キ シ ブル FRP ア ン カ
v−ma （以 下 CF ア ン カ

ー筋）の 有無 を変数 とし，せ ん断破壊実験 を行い そ の 影響 を検討 した。そ の 結果 ， CF グリ

ッ ド補強 す る こ とによ り初期剛性 な らび に耐力 は大 きく向上 したが ， 変形性 能の 大きな 向上

は見 られ なか っ た。また，CF ア ン カ ー筋によ る 目立 っ た補強効果 は ， 見 られ な か っ た 。

キ
ー

ワー ド ： RC 造 ， 無開 口 耐震 壁 ，
　 CF グ リ ッ ド，　 CF ア ン カ

ー
筋 ， 補修補強効果

1．は じめ に

　地震力作用 にお い て RC 造耐震壁は，そ の 高剛

性の た め に水平力の 負担割合は 他 の 部材 に比 べ

圧 倒的に大 き く，耐 震壁 の 設 計が構造物 全体の

耐震性 を左右す る こ とが少 な くない 。そ の ため

元来強度抵抗型部材 で ある耐震壁 に も地震作用

時にお い て ， 強度の み な らず靭性 が確保 で き，

入 カ エ ネル ギー吸収性能が 出来れ ば望 ま しい
。

こ れ ま で 著者 ら は ，1971 年以前 の 旧建築基準法

で 設 計 され た せ ん 断 耐 力 の 低 い 柱 に囲まれ た 開

口 を有す る耐震壁 を対象試験体 と し，炭素繊維

シ
ー

ト （以 下 CF シ
ー

ト）お よび CF グ リ ッ ドを

柱 ・壁 に用 い た補強に よ り，補強効果が期待で

きる可能性 を示 して きた。今年度 は ，既往の 研

究 よ り柱 の CF シ
ー

ト補強が有効で あ る と い う

知見が得 られたため，予 め柱に 高い せ ん断耐力

を与 え，そ れ らに 囲まれた無開 口 耐震壁 を対象

試験体 と し，CF グ リ ッ ドお よび CF ア ン カー筋

を補強に用 い て，強度 ・靭性 ともに優れ た補強 ，

補修方法の 提案を 目的と し て い る 。

酔

図
一 1　 試験体形 状および配 筋図

CF ア ン カ ー筋 補 強 試 験 体 炭素繊維 グ リッ ド・

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 CF ア ン カ
ー

筋配 筋

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図
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2．実験概要

2、1 試験体概要

　 図一 1 に試験 体形 状及 び配 筋図，表一 1 に試

験体
一

覧，表一 2 に材料 の 力学的性状を示す。

試 験体は 無開 口 耐震壁 で ，3層建物内における 1

ス パ ン 連層耐震 壁 の第 1層 を想定 した 1f3の 縮尺

模型を計 3体製作した 。 （試験種 目で は 4 体分）。

　本研 究で の 試験体は ，1）無補強基準試験体

WA −00，2）WA −00 を R ≒ 10× 10
’3rad

まで 水平加

力 した 後 ， ひ び割れ と コ ン ク リ
ー

ト損傷部 を補

修 し，壁 を片 面 の み CF グ リ ッ ドで補 強 し た

WA ・RG ， 3）無 損傷試験体に WA −RG と同様 な補

強を行 っ た補強試験体 WA −G ， 4）壁 の CF グ リ

ッ ド補強及び上 下 ス タブ沿い に CF ア ン カー筋

をす べ り破壊防止 に配置 した WA −Ga の 計 4 体で

ある。

壁 板は 厚 さが 50mm ，内法寸法 1ρ00× 1
，
600 

あ り，醐 柱 の 断 酎 法は 200  × 200  で 内

齲 さは 1
，
000mm で ある。

　配筋 は．柱 の せ ん断破壊 を防止 す るた め に ，

柱主筋は 高強度鉄筋 10−Dl3（KSS785 ）をフ ープ

には D6＠50 （SD345） を使用 し ， 壁 筋は縦横と

もに 4φ ＠ 70 （SR345相 当）を等間隔 に配 置 した。

　 WA −RG の 補修方法は ， 損傷 の 大 きい 剥落部分

を セ メ ン ト系断 面修復材で ， 亀裂部分に は エ ポ

キ シ 系樹脂 を用 い て それぞれ補修を行 っ た。

　 WA −RG ，　 WA 。G と WA −Ga に 用 い た壁 の CF グ

リ ッ ドは ， 炭素繊維 シ
ー

トを樹脂に含浸 させ な

が ら縦横格子状に重ねて
一

体成形 したもの で あ

る 。 本研 究で 用い た CF グ リッ ドは，約 6．6mm2

の 断面積で グ リッ ドの 1マ ス が 100mm　×　100mm

で あ る，これを 2 枚重ね て 使用 し た。補強方法

は ，補強 面の 壁表面を サ ン ドブ ラ ス ト処理 し既

存壁 と増打ちモ ル タ ル との付着力を確保 した後 ，

CF グ リッ ドを径 4φの 後施工 ア ン カ
ー

を用 い て

約 200  ピ ッ チ で既設壁面に固定 し，15  厚

の ポ リマ
ー

モ ル タル を吹き付 け接着 させ た。CF

グ リ ッ ドそ の もの は ， 周辺 の 柱梁 に定着 されて

い ない
。

　 WA −Ga の 補強に用い た CF ア ン カ
ー筋は ， 24k

表
一 1　 試験体一覧

膩験 体 名 補 強方 法 検討 内粤 σ 臼（団Pの

WA −00WA
−RGWA
−GWA
−Ga

　　　無 輔強

　補修後．壁グリッド

　 　 壁 グリツ ド

壁グリッド＋ アンカー筋

　無補強藩準 試験 体

　 　損傷部 の回復

無横 悔時補強効果 確固

　 梁定着効 果確2

2τ．023
，320
．821
．0

表
一 2　材料の力学性状

鉄 筋 種頬
降伏強度

軸 P衄

鋒伏歪度

　‘μ）

ヤン グ係数

　 （GP ．｝

伸び率

（96 》

　柱コ…筋 D13

　 フ
ーゴ D6

　 壁筋 4φ

　禦主筋 D09

スターラップ D10

　 SS7 闃

　 SD345SR3

輯 稲当

　 SD345

　 SD345

955337470397381794025004870227033601η

15Z

梱 81

η

178

一
10．3
　

20．91EO

　 CFRP
〔1筋材あた り）

租類
引 彊強度

（關 P ●）

ヤング係 敗

　 （GP の

確断 伸度

　 偶）

、
称断面積

皀

　（ 
篤

炭素繊維グリッド　 強度カー粒 卩 801061 ．76 ．6
FRP ア ン カー筋
　　 　　 　　 　　 　 種類
（1本あたり）

引彊強度

〔MP 昌）

ヤング係数

　 〔GP 廁）

確断 体度

　 鯡

含計断 面積

　 （厠廟
z
）

炭 素織 維ス トラン ド　彊度か 粒 39702 桝 152 駭．1

増し打ちモ ル タル
圧 縞強度

　（MP ．｝

引彊強度

〔MP8 》

付珊強度

　〔MPa 》

ヤ ング係數

1／3〔GP の

ヤ ング係数

2／3〔6P●）
WA −ROWA

−GWArG
・

34．841
．134
．2839

．59
、6zlZl1 ．8150168 τ7．212

．614214

β

はカタログ僮

炭素繊維 ス トラ ン ドを 30 本束ね た もの で あ る。

各炭素繊維 ス トラ ン ドは ，直径が約 6 ミ ク ロ ン

（1XIOOOmm） の 繊維 を工 場で 24000 本に 束ねた

状態の も の でる。CF ア ン カ
ー筋の 定着は ， 壁側

で は上下 ス タブ沿 い に ス タブ より 175  離れ た

位置 に貫通 孔をあけて 折 曲げ定着 した。上 下 ス

タ ブ に対 しては 試験体製作時に，上下 ス タブ に

壁面 外 15 度 ， 壁面 内 45 度 となる深 さ 200  の

孔を設 け，エ ポ キ シ 系下地剤 を上 下ス タブ の 孔

に 注入 した 後 ，
エ ポキ シ 樹脂 に含浸 させ た炭素

繊維 ス トラ ン ド両先端 を挿入 し定着 させ た。

2．2 加力方法

　 図一2 に加力装置 を示 す 。

　等分布水平力 を受ける 3 連層耐震壁 の 第 1 層

応力 状態 を再現す るた め に，等価シ ア ス パ ン 比

1．13 となる加力 点 高 さに変位漸増繰 り返 し静的

加力を行 っ た。軸力は，柱軸力比 σ ol σ B
＝1／6 と

なる
一

定軸力 を両柱上部 に導入 した 。制御方法

は ， 柱内法ス パ ン にお ける層間変形 角を R とし，

R＝0．5× IO
’3rad

（以降，　 X 　IO
’3rad

は省略）で ± 1

回 ， R＝1、 2，5，10， 15，20 で各± 2 回繰 り返 し

加力を行 っ た後 ， 破壊状況 を見 なが ら Rr25 ， 30

で 各± 1 回加力 し た。
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3．実験結果および考察

3．1 破壊状況

　図一 3 に各部呼び名お よび最終破壊状況写真

を ， 図一 4 に最大 耐力時に おける試験体 の 全体

変形図 を示 す 。 こ こで の 最大耐力時 と は ，正負

加力時合わせて最大耐力を計測 した点で あ る。

　WAmo （正 加 力時）： 壁 対角線上 に せ ん 断亀裂

が多数発 生 し ， 剛性 低下が見 られた 。 R＝8．2 で壁

全面 と圧縮柱 下部 の せ ん 断亀裂が拡 幅 し ， こ の

亀裂発生位置近傍の 壁横筋及び 柱帯筋 が降伏 し

て
， 最大耐力に達 した 。 そ の 直後に 下部 ス タブ

沿 い で 壁のす べ り破壊 が 発 生 し ， 同時 に圧 縮柱

下部が圧 壊 し耐力が急激に低 下 した 。

　WA−00 （負加 力時）： 正加力時 と同様 に壁 対角

線上 にせ ん断亀裂が発生 し，剛性低下 が見 られ ，

R＝5．0 に最大耐力に達 した。その後 ，正 加力時の

破壊の 影響で ， 壁 と引張側 柱お よび 下 部 ス タブ

沿い と の境界が 開き始め壁が加力方向にす べ り，

N （
一
定軸力》

負加力　 　正 加力

←

上 スタブ

引

彊

側
柱

壁

圧

縮

側

柱

下 スタブ

ず　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　／

耐力が低下 した。

　 WA−RG （正加 力時）： 壁全 体に 発生 したせ ん 断

亀裂が拡幅 し， 亀裂に対応す る壁横筋が降伏 し，

圧 縮側壁 コ ーナ ー部 で 圧壊 し 耐 力 が 頭打 ち とな

り，壁上部 が圧壊 した ときに最大耐力に 達 し た
。

図一 2　 加力装置

　　　　　　　　　　 WA−G　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　WA−Ga

図 一 3　各部呼び名および最終破壊状況 　 注 壁 面 の 黒 点は ゲージコ
ー

ド

面 内計測 点

WA−00

幽　　旨
脚　匚　脚　幽　幽　F　
ー　唱

…

　 　 　 　 　 　 …

　 　　 　 　 　 　　 　 　WA−G

図 一 4　試験体全体変形 （最大耐 力時）

WA−RG

WA−Ga
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そ の 後，壁 の 圧壊が進 むに従 っ て 耐力は徐 々 に

低下 した。

　WA−RG （負加 力時）： R＝−5．0 か ら増 し打ちモ ル

タ ル が面外 に膨 らみ始め，R ＝ −8．0 に上部 ス タブ

沿い で 壁 がす べ り破壊 を し ， 耐力 が低下 した 。

そ の 後 ， 上部 ス タ ブ沿 い に壁 が 剥 落 し ， R＝＝−20

で圧 縮側 上部の CF グリ ッ ド 1本が破断 し，また

引張柱上部 の せ ん断破壊が 進み 耐力が低下 し た 。

　WA−G （正 加力時）：壁対角線上 にせ ん断亀裂が

多数発 生 し
， 剛 性低 下 し た 。そ の 後壁 の せ ん 断

亀裂が拡幅 し，引張側 上部 の 壁 横筋が 降伏 ， ま

た同 部位の CF グ リ ッ ドが大きくひずみ 最大耐

力を達 し た。そ の 後，変位 が進 む に つ れ 上部 ス

タブ沿い の 壁 が剥落 し， 耐 力 が低下 した ．

　 WA−G （負加力時）： 壁対角線上 に せ ん断亀裂が

多数発 生，拡幅 し剛性低下 し た。 これ らの 亀裂

発生位置近傍の 壁縦 ・横筋が 降伏 し，ま た 同部

位 の CF グリ ッ ドが大き くひずみ最大耐力 に達

した。その 後，壁上部が剥落 し，両柱 上部がせ

ん断破壊 し耐力 が低下 した 。 また，R・　−20で 引張

側 上部の CF グ リッ ドが破断 した 。

　 WA−6a（正 加 力時）：壁 の せ ん 断亀裂が 拡幅 し，

亀裂発 生位置近傍の 壁 縦筋が降伏 し，壁 上 部 の

増 し打ち モ ル タ ル が 面外に 膨 らみ始 め，同 部位

に圧壊 が生 じに最大耐力に達 し た。そ の 後，変

位が進むに っ れ上 ス タ ブ沿い に壁 が 剥落 し，同

部位の CF ア ン カ
ー筋が大き くひ ずん だ。 同時に

両柱上部 の せ ん断破壊が進み耐力 が低下 した 。

　WA−Ga （負加力時）：壁 の せ ん断亀裂お よび引

張柱上 部の 曲げ亀裂が拡幅 し，これ らの 亀裂拡

幅位置近傍 の 壁横筋お よび柱 帯筋が 降伏 ， また

CF グ リッ ドが大 きくひ ずみ最大耐力に達 した
。

そ の 後 ， 正加 力時 と同様 に ，
上 ス タ ブに 定着さ

れた CF ア ン カ
ー

筋が 大 き くひ ずみ ，両柱 上部の

せ ん断 破壊が進み 耐力が低下 し た。

3．2 荷重変形 関係

　 図 一4 に 包絡線 の 比 較 と無次元化 ル
ープ を示

す。無次元化 ル
ープ は ，全試験体 とも顕著な違

い が見 られな い の で，WA −G を記載する。

　 ル
ープ 面積 は ，最大耐力時が最 も大 き く，エ

ネル ギー吸収が最 も良か っ た 。 また ，
ル

ープ形

状 は，正 負加力 時 とも最大耐力時に紡錘型か ら

逆 S 字型 へ と移行 した 。

　 （1）　 補修 ・補強効果

　 正 加 力 時 にお い て 初期剛 性 は ，補 強試 験体

WA −G が最 も高 く ， 補修試験体 WA −RG は 無補修

試験体 WA −00 と比 べ て も低 い
。

こ れ は，補修 に

よる回復が十分で な か っ た た め
，
CF グ リ ッ ド補

強に よ る 剛性 の 増大効果が 見 られ な か っ た と考

えられ る 。 WA ．−00 は，最大耐力後 に壁 のす べ り

破壊 に より R ＝5．0 で 耐力が急激に低下 した の に

対 し，WA ・RG と WA −G は，　 R ≒ 10 まで耐力を維

持 した 。 しか し ， そ の後 は WA −OO と同様 に急激

に 耐力 が低 下 した 。 最大 耐力 を比 較す る と ，

図一 4 　包絡線比較と無次元 化ル ープ
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WA −RG は 20．5％ の 減少が，　 WA −G にお い て 13％

の 上昇が 見 られ た。WA −RG の 耐力の 減 少は ，

WA 。OO の 最大経験変位が R ≒ 18 で あ り，補修に

よる回復 が十分で なか っ た と考え られ る 。

　 負加 力時 にお い て 初期剛性 を比 較 す る と，

WA ・G が最 も高く WA −RG と WA 。00 が ほ ぼ等 し

い 。最大耐力は，WA −OO と比較 して WA −RG は

7％ ， WA −G は 12％増加 し補強効果が 見 られ た 。

しか し，WA −RG の 正負加力で相違が見 られたの

は ，WA −00 の 経験最大変位が正加力時には R ≒

18 に対 し て負加 力時で は R ≒ 11 で あ り，損傷具

合に 違い が生 じた た めだ と考え られ る。

　以 上 の こ とか ら，補修 ・補強す る こ と に よ り，

破壊前 の 耐震性能回復が 可能 で ある 。 また，無

損傷壁 に CF グ リ ッ ド補強す る こ とに よ り，初期

剛性 と耐力 ともに向上 した。

　 （2）　 CFア ンカ
ー筋の 補強効 果

　 こ こ では ，
正 負加力時 と もに 同様 な挙動 を示

して い るた め正 加力時の み に っ い て記 述す る。

　初期 剛性 は，WA −G と比 べ WA ・Ga が僅か に高

い
。 最大耐力 は WA −Ga が WA −G と比 べ 2％ の 増

加 が見 られ た。 しか し，最大耐力後 ，両試験体

の 耐力が急激に低下 した 。 ま た，大変形時 の R＝＝20

以 降 で は ，
WA −Ga は CF ア ン カ ー

筋周 辺 の 壁 の

剥落が進 行 し た ため WA −G に比 べ 耐 力を維持で

きな くなっ た。以 上 よ り，耐力，変形性能 とも

表
一 3　最大耐 力時の 実験値と計算値一覧

Q
。 dl　 Q

． ．
Q6

」12　 Q
駆

Q
。 。13　 Q

。、

試験体
σ 8

（MPa ）

而
tw

（mm ）

加力

方向

Q6
叩

（kN）

　 R
　 　

−3x10
　rad （kN）　 Q

。。11 （kN）　 Q
。、12 （kN）　 Q
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破壊 モード

WA −0021 ．050 正 ＋622
−578

＋8．17
−5．00

　 　 　 1，46
± 425
　 　 　 1．36

　 　 　 1．60
± 389
　 　 　 t49

　 　 　 0．86
± 722
　 　 　 0．80

　 へ し

す べ し 破

WA −RG23 ．372 正 ＋551
−69410

．08
−8．03

　 　 　 0．89
± 619
　 　 　 　 1．12

　 　 　 0．81
± 682
　 　 　 tO1

　 　 　 0．72
± 761
　 　 　 0．91

せ ん 断

す べ り破

WA −G20 ．879 正 ＋708
−650

＋10．10
−8．18

　 　 　 　1．11
± 637
　 　 　 　 1．02

　 　 　 1．02
± 688
　 　 　 0．94

　 　 　 0．98
± 722
　 　 　 0．90

せん断

せ ん 　破

WA −Ga21 ．086
正

負

＋719
−666

＋8．10
−7．10

　 　 　 　 1ρ9
± 658
　 　 　 　1．01

　 　 　 1．00
± 722
　 　 　 0，92

　 　 　 　 0．62
± 1158
　 　 　 　 0．58

　 口 圧

せん断破壊

広沢修正式に基づ く補強 RC耐震壁の終局せん断耐力式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P ． パ asy ＋ α
・
ρガ

σ
∫

＋ 0・1σ
。　
b

，

・
ノ （1）

靭性保障型指針式 に基づ く補強 院C耐震壁終局せ ん断強度

2an　＝　｛mt 。

・　1
”t

・
（P ．．

’asy ＋ α
・P，

・
・
，）｝… tφ・｛t・ne （1一β＞mt ．

・1
。 。

・
γ
・
・

、｝／2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
tanθ＝ ［（hw〃、va ）

2
＋ 1− h

．
〃

． 。 ］s β＝ （1＋co 〜φ）・σ ／（v
・aN ）、 但 しcotφ＝ 1

柱な し壁のスリップ耐 力式 ＋柱 1本の A
’
野 ングシ7耐力式

2・a・・
　‘ 〔

°・°68P
，・

°’23
　（as ＋ 17・7）

・ ・ 85 〕

e． 、、
一 （0．91・V6E

−
・ ・

ガ 久 ）t．
・’1

。
＋ … θ… e．

・ （034 ／0．85）・τ。
・b

，e　
・Dc

σ B ： コ ン クリ
ー

ト強度 （MPa ），　 a ：CF グ リッ ド補強低減率 （213）

1）Wh ；beを壁厚 と考えた場合 の せん断補強比 （r 曝〕
。

・
Wf ）

恥 ：beを壁厚 と考えた 場合の CF グ リッ ド補強比 （＝a／be・Xf）
Xf ：CF グリッ ドの補強間隔 （100  ），

　 aj：CF グリッ ド 1要素の 断面積 （＝6．6× 2− 13．2mm2＞

σ f ：CF グリッ ドの 破断強度 （MPa ）（カタ ロ グ値）

b， ：有効壁厚 。   か らな る 哩 壁柱断面 ｝こ等 しい 長方形断面壁 の 厚 さ （  ）

（3）

。い 融 讖 体の 駘 、コ ン ク リ
ー

トとモ ル タル の 圧縮皷 比か ら算出 した有効鵬 （  ）

　　 皿tw＝ σ 。／σ B   馬

t。， ：SC存壁 の 壁厚 （50  ），
　 h ：モ ル タル増 し打 ち厚 （  ）

σ m ；モ ル タル 強度 （MPa）， θ ：ア ン カー筋の 配置角度 （＝45
°

）

Q、
： ア ン カー筋引張耐力 （kN）（カ タ ロ グ値），

　 n ；ス リッ プに対す る有効本数 （謐 本） 他 の 記 号は 各 文献 参 照
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に大きな違い が見 られず，CF ア ン カ
ー筋補強に

よる効果は あま り見 られ なか っ た。

3．3 実験値 と計算値の最大耐力との 比較

　表
一3 に 最大耐力時 の 実験値お よび 各種耐 力

算定式に よる算定結果を示す 。

　（D　広沢修正 式 2｝
に基づ く耐力 Q

， ，li

　（2） 靭性保証型指針式
3）に 基づ く耐力 Q

。、i2

　両 せ ん 断耐力式は ，CF グ リ ッ ド補強試験体

WA −RG ，　 WA ・G と WA −Ga は ，
　 CF グ リ ッ ドを壁

筋 と同様 の 項で扱い せ ん断耐力増大 に加 えた。

また，補強時 の モ ル タル 増し打 ち部 の せ ん断耐

力 寄与 分 と して ，コ ン ク リ
ー

トの 既存壁部 とモ

ル タル 増 し打 ち部の圧縮強度比 に応 じた有効壁

厚 mtw を求 め，せ ん断耐力増大効果 を考慮 し て算

出 した 。 CF グ リ ッ ド補強低減率 α は，引張試験

時 の 破断歪度 と実験値の 最大歪度を比 較 し 213

としたが ， 歪度分布に ば らつ きが認 め られ る の

で ， α に つ い ては更に検討が 必要で ある 。

　 （3） ス リ ッ プ
4） とパ ン チ ン グシア耐力

1）
　Qcat3

　壁 がす べ り破壊 した場合は ， Qω 3 とし て ，柱

な し壁 の ス リ ッ プ耐力式 に ，側柱 の パ ン チ ン グ

シ ア 耐力 を加 えた も の と し た。せ ん 断耐力式 と

は違い ，CF グ リッ ドお よび増 し打ち モ ル タ ル は

上下 ス タブに定着され て い ない た め，CF グ リ ッ

ド補強に よ る耐力増加効果は考慮 し て い ない 。

CF ア ン カー筋補強試験体 WA −Ga は ，
　 CF ア ン カ

ー筋 1 本あ た りの 引張耐力 にすべ り変形に抵抗

す る と考え られ る本数分 を乗 じ，水平成分 に直

した も の を加 え評価 した 。

　 （4） 算定結果

　 補修 ・補強試 験体 WA −RG は ， 損傷 に よ る影響

を評価 し て い ない た め ，実験値 と の 対応 が あま

り よ くな い。せ ん 断破壊型の 試験体で は ， CF グ

リ ッ ドを壁筋 と同様に評価 し，増 し打ち モ ル タ

ル を有効壁厚で評価す るこ とで，式 （2）は実験

値 と良い 対応 を示 した。 しか し，式 （1）で は正

加 力時に関 して多少 過大評価 して い る 。 また ，

す べ り破壊型 の試験体で は，側柱 の パ ン チン グ

シア 耐力 を累加す る こ とで良い 対応を示 した。

　4．　 結語

　比較的薄い 壁 厚 を有す る と高 い せ ん 断耐力を

有す る柱 に 囲 まれ た無開 口耐震壁 の CF グ リッ

ド補強お よ び CF ア ン カ
ー筋を用い たせ ん 断補

強 効果 は以 下 の よ うに ま とめ られ る 。

2

3

4

こ の よ うな条件 を有す る耐震壁 は ， 補強の

有無に 関わ らず 大変形 時 に壁 と梁の 境界で

すべ り破壊 をす る可能性 があ る。

壁 面 CF グ リ ッ ド補強に よ り，せ ん断耐 力 の

向上が可 能で ある。ま た ，地震損傷壁 で も

壁面 CF グ リ ッ ド補強に より，破壊前の 耐震

性 能回復 が 可能で ある 。

CF ア ン カー筋補強は ， 目立 っ た効果 が 見 ら

れ なか っ た。また ，CF ア ン カ ー筋 を用 い る

とモ ル タル 増 し打 ち部 を剥離し易 くなる た

め，最大耐力後の 耐力劣化 を激 し くす る。

壁面 CF グリ ッ ド補強に よ る せ ん 断 耐 力 の

評価 は ，広 沢修正 式 よ りも靭性保証 型指針

式 の 対応 が よ い
。 また ， すべ り破壊耐力は，

壁 の ス リ ッ プ 耐力 と側柱 の パ ン チ ン グシ ア

耐力 の 累加 に よ り概 ね推定す る こ とがで き

る 。
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